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論文内容の要旨

本論文は、筆者が大阪大学大学院工学研究科(通信工学専攻)在学中に行ったトラヒックの長期依存性を考慮したネッ

トワーク制御に関する研究成果をまとめたもので、以下の6章より構成されている。

第 1 章は、序論であり、本論文の背景となる研究分野に関して現状を述べた。

第 2 章では、本論文のメインテーマである長期依存性について述べた。まず、長期依存性の概念と数学的な定義に

ついて述べた。次に、長期依存性を有する確率モデルについて述べ、その評価方法について述べた。最後に、長期依

存性の発生原因について考察した。

第 3 章では、ネットワークにおいて観測される長期依存'性について述べた。まず、 トラヒック量と往復伝搬遅延

(RTT) の 2 つのネットワーク指標における長期依存性の発現について述べた。次に、ネットワークにおける長期依

存性がネットワーク性能に与える影響を 3 つの視点から述べた。最後に、既存の長期依存性に関する研究と、本研究

の位置づけを明確にし、その目的を示した。

第 4 章では、長期依存性を考慮、した帯域制御法の有効性を示した。既存のネットワークに対し、長期依存性トラヒッ

クが流入するとネットワーク性能が劣化することが知られているが、逆に長期依存性を考慮したネットワーク制御を

行うことにより、性能改善が期待できる。この制御を行うためには、長期依存性の尺度であるハーストパラメータを

リアルタイムに算出することが必要である o そこで、まず、既存のハーストパラメータ算出法の問題点について示し、

既存方式の問題点を克服した高速ハーストパラメータ算出法 On-Time VTP を提案し、実トラヒック環境での有効

性を示した。さらに、帯域制御法への適用を行い、その有効性を示した。

第 5 章では、現在のインターネットにおいて主要なプロトコルである TCP の RTT の長期依存性が、 TCP の性能

に及ぼす影響を示した。さらにその影響を緩和するネットワーク制御法を提案し、有効性を示した。本章ではまず、

RTT の長期依存性が TCP の輯鞍制御に与える影響について計算機シミュレーションにより評価を行った。次に、

RTT の長期依存性の影響を緩和するための考察を行~"既存の RTO 算出アルゴリズムに TCP への実装を考慮した

若干の変更を加えることにより、 TCP の性能改善法を提案した。最後に、この性能改善法を基にネットワーク制御

を行い、その有効性を示した。

第 6 章は、結論であり、本研究で得られた結果の総括を行った。
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論文審査の結果の要旨

長期依存性とその制御という情報科学と工学の境界領域に位置する新しい研究分野に真正面から取組み、斬新なア

イデアに基づいた効率の良い推定法や制御法を提案し、それらの有効性について、理論と計算機シミュレーションの

両方の観点から十分な議論を行っている。本論文で得られた主な結果を以下の通りであるO

(1)提案したハーストパラメータ算出法は、計算速度と推定精度の観点から優れ、実トラヒックのダイナミクスの変

化に十分追随できる。

(2)ATM ネットワークの実トラヒック環境において、提案したハーストパラメータ算出法を用いた帯域制御法は有

効に動作し、ネットワークの特性を大きく向上させることができるo

(3)RTT に見られる長期依存性は TCP の特性を左右する。特に、 TCP の輯鞍回避フェーズとスロースタートフェー

ズが RTT の長期依存性に大きな影響を受け、それによってネットワークの女ループットに大きなばらつきが生

じる。

(4)提案したネットワーク制御法は有効に動作し、スループットのばらつきを抑えることができる。

以上のように、本論文は学術的に新しい研究分野に踏み込み、そこで工学的に価値ある方法を見出すに至っている。

よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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